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 この度、当施設では、12月24日に職員を対象

とした「高齢者虐待について」の研修を実施いた

しました。 

 今回の研修では、具体的な虐待の種類やその

兆候について専門的な知識を深めるとともに、

市町村が作成した啓発動画を視聴し、グループ

ワークを通じて活発な意見交換を行いました。 

  虐待の種類等については、身体的、心理的、

性的、経済的、ネグレクトなど、様々な形で起こ

ることがあります。 

 研修を通して、職員一人ひとりが虐待のサイン

に敏感になり、早期発見・早期対応の重要性を

改めて認識いたしました。 

   また、業務の効率化ばかりを考えてしまい、

知らないうちに虐待に近い行為を普段のケアの

中に取り入れてしまったり、その行為が当たり

前になってしまうことがあるということを教わ

りました。 

 今後も、定期的な研修会や勉強会を通して、 

職員の知識と意識の向上に努め、高齢者の方々

が安心して過ごせる施設作りを目指してまいり

ます。 


